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研究成果の概要（和文）：本研究は、様々なユダヤ文化を緊密に結びつける「ユダヤ文献」（聖書、ミシュナ、
タルムード、ミドラシュ、ピユートなど）を批判的に再構築することによって、ユダヤ文化の一体性、ユダヤ史
の連続性、ユダヤ人の同一性の基盤を再考することを目指した。
具体的には、一定の時代区分と、その時代に参照される「ユダヤ文献」を支える技術的要件によって、4つの研
究班（古代－口承メディア班、中世－写本メディア班、近世－印刷メディア班、近代―マスメディア班）を組織
し、局限されたコンテクストにおける「ユダヤ文献」の構成様式について分析し、「ユダヤ文献」の参照が文化
史的な布置において果しえた役割を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Our question in this project was to ask if there really is no such thing as 
a common traditional literature, which has acted as a foundation for the unity of Jewish cultures, 
for the continuity of Jewish history, and for the identity of the Jewish people. For that purpose, 
we tried to reconsider more carefully the concept of literature in Judaism and, by so doing, to 
unite various, often fragmented, aspects of Jewish cultures throughout regions and ages.
The project was carried out by the four research teams, divided according to the period of time, and
 also to the type of technical tools transmitting this literature; the ancient period (oral media), 
the medieval period (manuscript media), the early modern period (print media), the modern period 
(mass media). Each team tried to understand the way how the Jewish literature was created within a 
specific local context, and also to clarify the role of this literature within its own cultural 
setting.

研究分野：ユダヤ学

キーワード： ユダヤ学　ユダヤ文学　ユダヤ教

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義：「ユダヤ文献」に関する最先端の国際的共同研究と密接にからめる形での推進。イブン・アビトゥ
ールという典礼詩人の学術校訂版を作るうえで、本研究の成果に基づき、彼の作品を保存している二つの「原
典」であるゲニザ文書（エジプト）とマハゾール（ヨーロッパ、北アフリカ）との間の差異や矛盾の問題を解決
した。
社会的意義：公開シンポジウムの開催。ユダヤ教の中でも周辺的な「ユダヤ文献」（ユダヤ版「イエス伝」と言
える『トルドット・イェシュ』や、ユダヤ教への改宗で知られるハザール王国に関するイェフダ・ハレヴィの
『クザリの書』など）について、最新の研究紹介とその重要性について、広く一般社会に向けて発信した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)ユダヤ文化の共通基盤に関する先行研究 
古代から現代にいたるまで、ディアスポラのなかで形成されてきたユダヤ文化は、多様な側面
を持つ。これを断片的な現象の単なる群れとしてではなく、一貫した文化的営為として捉えるた
めの基盤は、どのようなものだろうか。近年まで、ユダヤ文化の共通基盤と見なされてきたのは、
ヘブライ語聖書、ミシュナ、タルムード等を軸とする、ユダヤ教の伝統文献であった。S.W.Baron, 
The Jewish Community (1942)、J.Katz, Tradition and Crisis (1958)といった著作は、そうし
た伝統文献が時代・地域を問わず斉一的に共有されていたという前提にたち、古代から近代まで、
幅広い地域で共有されたユダヤ文化の社会的基盤を明らかにしようとするものである。 
近年興りつつある新たな動きは、ユダヤ文化の「共通基盤」としての伝統文献に対する異議申
し立てとして特徴づけられる。Israel Jakob Yuval, Two Nations in Your Womb (2000)、Yosef 
Kaplan, Kehal Israel: Jewish Self-Rule Through the Age (2004)、Andreas Gotzmann, Die 
Jüdische Autonomie in der frühen Neuzeit (2008)等は、ユダヤ共同体と周辺社会との相互干
渉に着目することで、伝統文献の規範性を相対化し、ユダヤ文化の形成を特定の地域・時代に固
有のコンテクストに還元してゆくものだ。これらの研究の緻密さは、これまで自明なものと見な
されてきた伝統文献の権威性を揺るがすに至っている。 
しかし、これらの研究を通じて、ユダヤ学の対象の総体としてのユダヤ文化の姿は、しばしば
断片化される。Shlomo Sand, When and How was the Jewish People invented? (2008) が醸し
た物議は記憶に新しい。同書は近年の研究動向を「ユダヤ民族」の歴史的不連続性を強調するた
めに利用し、結果として激しい反発を招いた。以上のような学術的背景の中で、ユダヤ文化を彩
る多様な現象を、特殊で個別的なコンテクストに還元することの妥当性を認める一方で、ユダヤ
文化を一体的に理解するための基盤について改めて考える必要性が感じられていた。 
 
(2)「原典」研究の限界 
このユダヤ文化の「共通基盤」としての伝統文献が孕む問題に、我々は、上記の個別研究とは
別の観点からもたどり着いた。本研究課題に先行する研究課題（2013 年度～2015 年度、基盤研
究(A)「ユダヤ学史と原典資料の複合研究――政治的・宗教的制約のない研究基盤の確立にむけ
て」課題番号 25244016）は、ユダヤ文化の理解の基盤とするべき伝統文献の「原典」を、学術校
訂版の編成作業を批判的に振り返りながら割り出そうとする試みであった。しかし、この過程で
行き当たったのは、ユダヤ文化の多様な現象の背後に、「原典」の斉一的な実在を仮定すること
の困難さであった。19 世紀に提唱されたユダヤ学は、文献学的批判を通じて数々の「原典」の
姿を復元してきた。しかし、「原典」が批判校訂を経て初めて現れるということは、それ以前の
ユダヤ文化は、「原典」とは別の文献的リソースに拠って成立していたということをも含意する。
文献学が伝統文献のオリジナルな姿をどれほど精密に復元しても、伝承の過程において翻訳さ
れ、要約され、引用され、注解されることで、様々に変容した伝統文献の形は明らかにはならな
い。 
この先行研究課題の開始当初、我々はユダヤ学自身の所産である「学術校訂版」とは別の「普
及版」を基盤として、日本におけるユダヤ学の文献的基礎を固めることができるのではないか、
という想定を持っていた。しかし、この「普及版」それ自体が、ユダヤ学の「校訂版」に対抗す
る形で、主として宗教的伝統を奉ずる宗派を中心に、近代になってようやく編まれたものである
ことも、研究の途上で明らかになった。実のところ、ある特定の時代に伝承された一群のテクス
トをもって「原典」とみなし、そこに一定の伝統的権威を与える所作は、ユダヤ学の勃興と、「普
及版」の編纂以前から、已むことなく行われてきたユダヤ人らの振る舞いである。以上のことか
ら、ディアスポラ・ユダヤ社会の局所的な環境下における「原典」の構成を捉えることの必要性
が明確となった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、ユダヤ文化の形成基盤としての伝統文献の概念を刷新し、専門分化した個別研究の
成果を連続的に理解するための基盤を形成することを目的とする。従来、聖書やミシュナ、タル
ムードといったユダヤ教の伝統文献は、離散ユダヤ社会における共通の文化的基盤とみなされ
てきた。しかし、伝統文献の共有という前提は、これまで無批判に用いられてきたにすぎず、研
究の緻密化・専門化・学際化のなかで多様に描き出され、断片化の様相さえ呈しているユダヤ文
化の諸相を十分な仕方で包摂できていない。本研究は様々なユダヤ文化を緊密に結びつける文
献的伝統を批判的に再構築することによって、ユダヤ文化の一体性、ユダヤ史の連続性、ユダヤ
人の同一性の基盤を再考することを目指す。 
注視すべきは、「原典」とは異なる形で伝承されたにせよ、また従来想定されていたほどの規
範性を持たなかったにせよ、ユダヤ人たちは伝統文献への参照を繰り返し、そこに自らの文化の
固有性を求めたという事実である。ここから現れてくるのは、ユダヤ人が「原典」とは異なる仕



方で参照した伝統文献はどのようなものだったのか、また、周辺の諸文化がユダヤ人の生活を深
く条件づけるなかで、そうした伝統文献への参照はどのような役割を果たしていたのか、という
問いである。参照が行われる都度、注釈が付され、並行記事が引用され、伝統文献の構成は変容
してゆく。その都度の状況下で「ユダヤ的なもの」のよりどころとして参照された一群の文献を、
我々は「ユダヤ文献」と呼ぶ。本研究課題の具体的な目的は、A）局限されたコンテクストにお
ける「ユダヤ文献」の構成様式、B）「ユダヤ文献」の参照が文化史的な布置において果しえた役
割、この 2 点を明らかにすることである。 
 
 
３．研究の方法 
本研究課題は、ユダヤ学の諸領域の専門研究者によって共同で進められる。一定の時代区分と、
その時代に参照される「ユダヤ文献」を支える技術的要件（いわゆるメディア）によって、4つ
の研究班を組織する。 
 
(1)古代－口承メディア班 
古代において参照される「ユダヤ文献」は、主として口承メディアによって伝達される。この
メディアの特性は、伝達されるものの流動性である。固定的な参照枠はヘブライ語聖書以外には
未だ存在せず、またその聖書さえ、キリスト教徒と共有されていた。ギリシャ・ローマの伝統が
ユダヤの装いを持って文献に入り込み、或いはユダヤ教の律法釈義が、教父たちの説教に直接翻
案されてゆく。ユダヤ社会と非ユダヤ社会が未だ完全には分離しないこの環境下で、「ユダヤ的
なもの」はどのように構想されたのか。本研究班はこの点を重点的に掘り下げる。 
 
(2)中世－写本メディア班 
中世において、ヘブライ語・アラム語文献を中心とする文献はユダヤ社会に固有の文化的基盤
として機能し始めた。しかし、写本メディアは本性上多様性を許容するものであり、参照される
「ユダヤ文献」は、イラクからスペインに至る地域的伝統に沿って様々な構成を持っていた。本
研究班では、イスラーム法思想、イスラーム・ギリシャ哲学、或いはキリスト教スコラ哲学等の
周辺文化を摂取し、或いはそれと競合しながら、各地のユダヤ社会が自らの固有性を求めた基盤
を、多面的に剔出することを狙う。 
 
(3)近世－印刷メディア班 
近世における活版印刷技術の普及は、「ユダヤ文献」が参照される形態を劇的に変容させた。
印刷メディアが持つ規格性は、一方では「ユダヤ文献」の多様な構成を抑圧する方向に作用した
が、他方でその大規模な流通によって、写本において伏在していた伝統の多様性を露呈させるこ
とになった。ここから生じるのは、何を「正統」とみなし、何を「異端」とみなすか、という政
治的な問いである。本研究班は、文献の正統性を巡るユダヤ教内部の政治的力学、ならびにそれ
が周辺社会に対して持っていた関係を主要な論点として研究を進める。 
 
(4)近代―マスメディア班 
「ユダヤ文献」を巡る状況は、近代において特殊な様相を呈する。一方では、ユダヤ学が勃興
し、文献学的批判による伝統文献の「原典」の復元、いわばユダヤ文化の基礎への無媒介の接触
が試みられる。他方では、ユダヤ人が「ユダヤ的なもの」を求める参照の場が、伝統文献から新
聞・雑誌における「読み物」へと移行してゆく。ユダヤ文化の文献的基礎は、歴史を通じて伝承
されてきた諸文献から、一方では非歴史的な「原典」そのものへと、他方では共時的なユダヤ人
の生活を切り出して伝えるマスメディアへと、次第に移行していった。並行して展開されるこの
二つの過程はどのような関係にあるのかを明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
本研究課題の当初の研究期間は 2016 年度～2019 年度の 4年間であった。最終年度である 2019
年度においては、研究全体の総まとめを行う予定であった。ところが、2020 年 1 月以降、世界
全体がコロナ禍という未曽有の危機に見舞われた。本研究課題も、研究成果のまとめのために最
も重要である最後の三か月間の活動がほぼ停止してしまうという大打撃を受けた。よって、補助
金の一部を 2020 年度に繰り越すことで、できるだけ目に見える形で研究成果を残すことを試み
た。結果的には、現時点（2021 年 6 月）でもコロナ禍の影響はいまだに続いており、本研究課
題において最も重要な側面の一つである国際的な研究活動（海外への資料調査、海外の研究者と
の共同研究など）は、十分に回復したとは到底言えない状態である。そのような中でも、5年間
にわたる本研究課題が当面達成することのできた重要な成果として、以下の 5点を挙げたい。 
 
(1)中世の「ユダヤ文献」：ゲニザ文書とマハゾール、エジプトとヨーロッパ 
本研究課題が掲げた二つの目的は、A）局限されたコンテクストにおける「ユダヤ文献」の構
成様式、B）「ユダヤ文献」の参照が文化史的な布置において果しえた役割、この 2点を明らかに
することであった。この点で極めて重要だと思われる「ユダヤ文献」に関する国際共同研究を、



大いに進めることができた。ヨセフ・イブン・アビトゥールというパイタン（ヘブライ語典礼詩
人）は、10 世紀中ごろスペインのメリダにて生まれ、コルドバのイェシバー（ユダヤ教学塾）に
て学んだ。次期イェシバー長の座を巡る権力争いに敗れた結果、破門を宣告されたイブン・アビ
トゥールは、スペインの地を離れ、エジプトのフスタート（カイロ旧市街）にて典礼詩人として
活動した。彼の作品が各地のユダヤ共同体において大いに広まっていたことは、膨大な数の写本
が残っていることからも分かる。この重要な詩人についての国際共同研究を、イスラエルのエル
サレム・ヘブライ大学教授のヨセフ・ヤハロムと共に推進した（Joseph Yahalom and Naoya 
Katsumata, “Ibn Abitur between Fustat and Córdoba – Two Jewish Cultural Centers at 
the Turn of the Eleventh Century”, Joachim Yeshaya, Elisabeth Hollender and Naoya 
Katsumata (eds), The Poet and the World, Festschrift for Wout van Bekkum on the Occasion 
of His Sixty-fifth Birthday (Studia Judaica 107), Berlin and Boston: DeGruyter, 2019, 
pp.29–40）。 
この詩人が残した膨大な数の典礼詩（ピユート）（約 1000 作品）を詳細に研究する過程で明ら
かになったのは、大きく分けて 2つの経路で彼の詩が保存されているということだ。第一には、
19 世紀末にエジプトのカイロのシナゴーグにて発見され、今日のピユート研究において最も重
要な「原典」とみなされている「ゲニザ文書」である。それと同時に、彼の作品は、中世のヨー
ロッパや北アフリカ各地のシナゴーグで使われていた「マハゾール」と呼ばれる祈祷書の写本に
おいても多く保存されている（「ゲニザ文書」発見以前は、「マハゾール」がピユート研究者にと
っての唯一の「原典」だった）。我々研究者が、この 2つの異なる種類の「原典」をもとにして
再構築を試みるイブン・アビトゥールのピユートの「学術的校訂版」とは、いったい何なのか。
「ゲニザ文書」と「マハゾール」とでは、写本自体が書かれた場所や時代も異なるし（エジプト
／ヨーロッパ）、そこに保存されているピユートのジャンルも違うことが明らかになっていった
（ゲニザ文書では、ヨツロットのような安息日ごとに書かれた彼のピユートが、マハゾールでは、
新年に詠まれたスリホットや仮庵の祭りに詠まれたホシャアノットという、彼の代表的なジャ
ンルのピユートが保存されている）。もちろん、個々の写本は、イブン・アビトゥール自身の様々
な活動の段階（スペイン→エジプト）、さらに彼の死後における彼の作品の伝承における様々な
段階（エジプト→ヨーロッパ・北アフリカ）を反映している。こういった現存する写本を全て集
めて「校訂版」を作るとはどういうことなのか。本研究課題において中心的に論じられたこの視
点をもとにして、イブン・アビトゥールの学術的校訂版は 2021 年度中にも出版予定である
（Joseph Yahalom and Naoya Katsumata, Liturgical Poetry of Rabbi Yosef Ben Izhak Ibn 
Abitur, Volume One: Yotrserot, Volume Two: Selihot, Volume Three: Qedushtot, Jerusalem: 
Ben-Zvi Institute, 2021, 2100 pp.）。 
 
(2) 中世の「ユダヤ文献」：文学的原典と記録的原典、宗教と政治 
イブン・アビトゥールとほぼ同時期のパレスチナの典礼詩人に、シュムエル・ハシュリシがい
る（10～11 世紀）。パレスチナのイェシバーで第 3位の地位（イェシバー長のガオン、第二位の
裁判官に続く地位）にまで出世したこの詩人は、先述のイブン・アビトゥールとは違って、基本
的にパレスチナを中心に活動しており、彼の作品のほぼ全ては「ゲニザ文書」のみで保存されて
いる。この詩人の現存するピユート約 700 作品の学術的校訂版（現代ヘブライ語）は、ヤハロム
教授と共同研究の結果、すでに出版されている（Joseph Yahalom and Naoya Katsumata, The 
Yotserot of Samuel the Third – A Leading Figure in Jerusalem of the 10th century, 
Volume One: Introduction – Yotserot for Genesis, Exodus, and Leviticus, Volume Two: 
Yotserot for Numbers, Deuteronomy, and Festivals – Indices, Jerusalem: Yad Izhak Ben-
Zvi, 2014, 1139 pp）。彼のピユートのほぼ全てはゲニザ文書に保存されているわけだが、実は
ゲニザ文書の中には、こういった「文学的原典」の他にも、書簡や契約書といった「非文学的（記
録的）原典」も存在する。そして、このような記録的原典にも、シュムエル・ハシュリシはたび
たび登場するのだ。そこで、米国イェシバー大学のガブリエル・ワッサーマン博士を新たにメン
バーに加えて、「文学的原典」と「非文学的原典」との関係性（そして、そこから垣間見ること
のできる宗教と政治との関係性）という視点から、シュムエル・ハシュリシについて考察し直し
た著作を英語にて出版した（Joseph Yahalom, Naoya Katsumata and Gabriel Wasserman, 
Political Power and Prayerful Poetry – The Life and Works of Samuel ben Hosha‘na 
(Jerusalem, Turn of the Eleventh Century), Hebrew Texts with English Translation, 
Jerusalem: Carmel Publishing House, 2020, 412 pp.） 
 
 (3)デジタル人文学と「ユダヤ文献」 
これは、研究計画時には予測していたなかった新たな知見に基づく成果である。研究代表者や
研究協力者らは、様々な国際学会（2018 年 7 月ポーランド・クラクフで開催された欧州ユダヤ
学会第 11回大会、2019 年 7 月ベルギー・ルーヴェンで開催された第 9回中世ヘブライ文学コロ
キアム）に参加した。そういった中で、「ユダヤ文献」概念の刷新という本研究の趣旨と同様の
プログラムが、デジタル人文学(DH)の枠組みのなかで、欧州において組織的実践の途についてい
ることが明らかにされた。デジタル技術を駆使し、脱境界的に人文学文献のネットワークを構築
するという構想は、単にユダヤ学のみならず、人文学一般の文献的基礎を問い直そうとしている。
研究代表者は、長い間、オランダ・フローニンゲン大学教授のヴァウト・ファン・べークムと共



同で、ピユート・ヘブライ語辞書の編纂に取り組んでいる。ピユートのテクストの中からピユー
トらしいヘブライ語の語彙を抽出するためには、それを取り出す「原典」の性質についても十分
に意識を向けなければならない。本研究課題における「ユダヤ文献」に関する議論をもとにしな
がら、さらには、最新のデジタル人文学における知見も取り入れながら、「ピユート辞書」編纂
のための準備をさらに進めた（Wout van Bekkum and Naoya Katsumata, “Aramaic in Piyyut: 
Intentions and Effects”, Jewish Multilingualism in Late Antiquity and Early Middle 
Ages, 2021 刊行予定）。 
 
(4)国内の協力研究者との共同研究：古代から近代の「ユダヤ文献」 
古代から近代までの「ユダヤ文献」に関して、研究分担者や研究協力者が個別に行った研究成
果については、「５．主な発表論文等」を参照していただきたい。社会一般に向けて発信力のあ
る研究成果としては、以下の 3つの公開シンポジウムを挙げたい。ユダヤ教自体の理解がいまだ
に十分ではない日本において、そのユダヤ学の中でもさらに周辺的とみなされてる種類の「ユダ
ヤ文献」についての最新の研究を発信しつつ、実はこれらの文献は、他の近隣分野にとっても重
要な側面を有していることを示した点で、非常に有意義であった。これらのシンポジウムの一部
を含む、本研究課題の全体的な成果としての国内向けの論集の出版を目下準備中である。 
2017 年 3 月、本科研費主催で東京大学にて開催された公開シンポジウム「ユダヤ版『イエス
伝』――史的イエスと文学的虚構の間で――」では、ユダヤ版『イエス伝』とでも言うべきテク
スト、Toledot Yeshu を主題とした。「キリスト」として知られるイエスは、ひとりのユダヤ人
だった。そのユダヤ人の教えは、従来のユダヤ教とは異なる宗教である「キリスト教」として発
展を遂げ、やがて地中海からヨーロッパにかけての地域を席巻する。一方、この過程でキリスト
教社会に取り囲まれることになったユダヤ社会には、長らくイエスについての別の伝承が息づ
いていた。歴史的証言と後代の想像とが入り混じるこの伝承のなかで、イエスはどのように描か
れてきたのか。このシンポジウムでは、キリスト教社会との緊張のなかで生じた論争文学として
のその特性、文献としての成立過程やユダヤ固有の特徴、世俗化の進む近代以降のその評価のあ
りようなどを、俯瞰的に再考することを試みた。 
2018 年 3 月、本科研費主催で東京大学にて開催された公開シンポジウム「『クザリ』――文学・
哲学的創造とその伝承――」では、イェフダ・ハレヴィ(c. 1075-1141)の『侮られた宗教につい
ての論駁と論証の書』（通称『クザリの書』）を扱った。初期中世、コーカサスを中心に一大勢力
を誇ったハザール王国と、その王侯のユダヤ教への改宗譚は、とりわけアーサー・ケストラーの
『第一三支族』の出版(1976)以降、よく知られるようになった。一方で、ユダヤ文献における伝
統的なハザール王国のイメージを代表するのは、イェフダ・ハレヴィの『クザリの書』である。
異教の王とその臣下のユダヤ教への改宗の物語は、ここでは異教に、異端に、そして哲学に対す
るラビ・ユダヤ教の伝統の立場表明という枠組みを通じて新しく語りなおされ、批判も孕みつつ、
ユダヤ社会を越えて読み継がれていく。このシンポジウムでは、この書物の内実について改めて
振り返るとともに、それが伝承され、後代のユダヤ文献を形作っていく過程の追跡を試みた。 
2020 年 9 月、京都ユダヤ思想学会主催で Zoom 開催された第 13 回学術大会シンポジウム「中
世ユダヤ教聖書解釈の諸相―キリスト教世界とその周辺―」には、本研究課題の代表者や協力者
も多く参加・発表し、聖書というユダヤ文献の「元祖」が、中世のピユートや論争文学において
受容される仕方について比較分析した。さらに、このシンポジウムは、本研究課題以降の研究が
進むべき方向性を示すものでもあった。 
 
(5)継承と発展 
「１．研究開始当初の背景」で述べたように、本研究課題は、先行する研究課題（2013 年度～
2015 年度、基盤研究(A)「ユダヤ学史と原典資料の複合研究――政治的・宗教的制約のない研究
基盤の確立にむけて」課題番号 25244016）を継承し、さらに発展させるものであった。具体的
には、ユダヤ学史と原典資料との関係性を扱った先行課題に対し、本課題では「ユダヤ文献」の
形成過程自体に焦点を当てた。さらに、本課題の成果に基づき、ユダヤ文献の「元祖」ともいえ
る「聖書」に焦点を絞り、「語り直し」という視点で古代から現代までの文献を比較分析するの
が、次の研究課題である（2021 年度～2024 年度、基盤研究(A)「総合的な聖書の「語り直し」学
－古代から現代のユダヤ文学における発展とその学際性」課題番号 21H04347）。このように、先
行する研究課題で得られた知識の蓄積や知見を十分に生かしつつも、新たなテーマにも果敢に
チャレンジすることで次の研究課題を進めている。研究課題間の継承・発展が有機的に行われて
いることも、重要な成果と言えよう。 
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 ５．発行年 ２．論文標題
【書評】Mark R. Cohen, Maimonides and the Merchants: Jewish Law and Society in the Medieval
Islamic World. University of Pennsylvania Press Philadelphia, 2017、『ユダヤ・イスラエル研究』
第32号、2018、123-124

ユダヤ・イスラエル研究 123-124

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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嶋田英晴 32
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ソロモンの偽装 後篇・裁断

立教大学日本学研究所年報 13-21

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
飯郷友康 17
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
律法の門前 第6回: 説話の問題-2

fad 関東神学ゼミナール通信 5-6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
飯郷友康 68
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
律法の門前 第5回: 説話の問題

fad 関東神学ゼミナール通信 4-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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飯郷友康 67
 １．著者名
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
一神教の二つの流れとその歴史的源流

ユダヤ・イスラエル研究 3-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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ユダヤ・イスラエル研究 1-2

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ４．巻
市川裕 33
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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聖書学論集 23-44

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
市川裕 50
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
米大使館エルサレム移転がもたらした中東諸国と国際社会への波紋

ラークだより 61-64

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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無
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 オープンアクセス  国際共著
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宗教研究 45-46

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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月刊イスラエル 2-3
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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無
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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無

 オープンアクセス  国際共著
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<書評>山本伸一著『総説カバラー』

ユダヤ・イスラエル研究 43-46
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 ４．巻
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2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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無
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有
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京都ユダヤ思想 7-35

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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なし
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無

 オープンアクセス  国際共著
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〈書評〉M．ハルバータル著、志田雅宏訳、『書物の民―ユダヤ教における正典・意味・権威』、教文館、
2015年

ユダヤ・イスラエル研究 39-43

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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無
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ユダヤ教徒は十戒をどう読んだか

月刊　福音宣教 24-30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名
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 ４．発表年
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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飯郷友康

大澤耕史

加藤哲平
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 １．発表者名
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笑の形　―　コヘレト 2：2 考
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 ３．学会等名
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 ２．発表標題

加藤哲平
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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嶋田英晴

嶋田英晴

Aoki, Ryoka

Yahalom, Joseph and Katsumata, Naoya

The Ninth Medieval Hebrew Poetry Colloquium（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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マイモニデスと商業契約文書
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